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出雲市の原子力防災の主な取組一覧（令和５年度） 

年 月 日 内   容 

令和５年 

４月１３日 
原子力災害に備えた出雲市広域避難計画の改定 

５月１６日 
島根原子力発電所 適合性審査状況説明会への出席 

（くにびきメッセ） 

５月２９日 
出雲市危機管理推進会議・防災会議 

（ラピタウェディングパレス） 

６月１５日 
地区災害対策本部長会 

（出雲文化伝承館 縁結び交流館） 

７月２８日 周辺３市合同による島根原子力発電所の視察 

８月 ８日 
島根原子力発電所１号機の廃止措置計画変更に係る中国電力㈱から

の事前報告及び県からの意見照会 

８月１８日 
島根原子力発電所１号機 第５回定期事業者検査の実施にあたり、

中国電力㈱に対し意見を申し入れ 

８月３０日 

出雲市議会全員協議会 

・島根原子力発電所１号機に係る廃止措置計画（第２段階）の概要 

及び今後の市の対応について 

９月１３日 
第７回出雲市原子力安全顧問会議 

（市役所本庁３階 庁議室） 

９月１５日 
第１５回出雲市原子力発電所環境安全対策協議会 

（出雲ロイヤルホテル） 

９月２２日 島根原子力発電所２号機の新燃料輸送に係る現地確認 

９月２５日 島根原子力発電所 低レベル放射性廃棄物搬出作業の視察 

９月２６日 
出雲市議会総務委員会 

・島根原子力発電所１号機廃止措置計画変更に係る市の意見について 

９月２７日 島根原子力発電所２号機 新燃料受入検査の視察 

９月２８日 
出雲市議会全員協議会 

・島根原子力発電所１号機廃止措置計画変更に係る市の意見について 

１０月 ２日 
島根原子力発電所１号機の廃止措置計画変更に係る意見照会に対す

る県への回答 

１０月 ４日 
島根原子力発電所１号機の廃止措置計画変更に係る中国電力㈱への

意見提出 

１０月 ４日 
第７９回島根県原子力発電所周辺環境安全対策協議会 

（ホテル一畑） 

１０月１９日 島根県原子力防災訓練（初動対応等訓練） 
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年 月 日 内   容 

１１月 ５日 島根県原子力防災訓練（避難措置等訓練） 

１１月 ８日 原子力災害に備えた出雲市広域避難訓練（鳶巣地区） 

１１月２４日 島根原子力発電所 原子力総合防災訓練の視察 

１２月 ４日 
島根原子力発電所１号機の廃止措置計画変更に係る意見照会に対す

る県への回答（知事判断表明後） 

１２月１６日 
出雲市原子力学習会 

（出雲市役所くにびき大ホール） 

令和６年 

１月１３日 

原子力災害に備えた安定ヨウ素剤の事前配布会 

（出雲市役所くにびき大ホール） 

１月１９日 

２２日 
島根原子力発電所２号機 ２県６市合同現場視察 

１月２５日 

２６日 
広島県内の避難先自治体（呉市、海田町、熊野町、坂町）訪問 

２月 １日 
原子力災害時における広域避難受入れに関する担当者説明会 

（Ｗｅｂ会議） 

２月 ６日 
島根県原子力災害医療関係機関連絡会議 

（サンラポーむらくも・Ｗｅｂ会議） 

３月２６日 
第１６回出雲市原子力発電所環境安全対策協議会 

（ラピタウェディングパレス） 
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令和５年度の取組状況 

 

１．「原子力災害に備えた出雲市広域避難計画」の改定 

県広域避難計画の改定等を踏まえ、本市の計画について必要な改定を行った。 

【主な改定内容】 

① 住民広報手段の変更 

「大社ご縁ネット」を削除し、「Yahoo！防災アプリ」を追加 

② 避難経由所及び避難所開設予定施設の一部変更 

広島県内の避難先自治体における指定避難所の見直し等を反映 

 

 

２．島根原子力発電所の新規制基準適合性審査に係る対応 

中国電力㈱が実施する島根原子力発電所の審査状況説明会に出席し、審査の内

容について確認した。 

期日：令和５年５月１６日（火） 

場所：くにびきメッセ６階 ６０１大会議室 

内容：① 島根原子力発電所２号機の工事計画認可申請（補正）の審査会合に 

ついて 

② 島根原子力発電所２号機の新規性基準適合性（特定重大事故等対処 

施設、所内常設直流電源設備（３系統目））に係る審査状況について 

 

 

３．周辺３市合同による島根原子力発電所の視察 

  島根原子力発電所に係る安全対策工事の進捗状況や、２号機の再稼働判断に伴

い中国電力㈱に提出した要請事項の対応状況を確認するため、令和５年７月２８

日に出雲市、安来市及び雲南市の副市長による現地視察を実施した。 

 

 

４．島根原子力発電所１号機 第５回定期事業者検査実施に係る意見の申入れ 

令和５年８月２４日から実施される第５回定期事業者検査にあたり、中国電力

㈱島根原子力本部に対し、住民の安全確保及び環境の保全を図ることを最優先に

実施すること、などの意見を申し入れた。 

本市の意見に対し、中国電力㈱島根原子力本部から安全かつ遺漏なく実施する

との回答を受けた。 

 

 

５．出雲市原子力安全顧問会議 

期日：令和５年９月１３日（水） 

場所：出雲市役所３階 庁議室（Ｗｅｂ会議） 

内容：(1)島根原子力発電所１号機廃止措置計画に係る市の対応について 

(2)島根原子力発電所１号機廃止措置計画（第２段階）の概要について 

(3)島根原子力発電所２号機工事計画認可申請の審査状況について 
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【出雲市原子力安全顧問】                  （五十音順） 

 

 

６．出雲市原子力発電所環境安全対策協議会 

第１５回 

期日：令和５年９月１５日（金） 

場所：出雲ロイヤルホテル 

内容：① 島根原子力発電所１号機廃止措置計画に係る市の対応について 

       ② 島根原子力発電所１号機廃止措置計画（第２段階）の概要につ 

いて 

③ 島根原子力発電所２号機の審査状況等について 

第１６回 

期日：令和６年３月２６日（火） 

場所：ラピタウェディングパレス 

内容：① 島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果について 

② 島根原子力発電所の取組状況について 

       ③ 出雲市の原子力防災の取組について 

 

 

７．島根原子力発電所２号機の新燃料輸送に係る現地確認 

「島根原子力発電所に係る出雲市民、安来市民及び雲南市民の安全確保等に関

する協定」第６条に基づき、中国電力㈱から新燃料輸送について連絡を受けたこ

とから、同協定第１０条第１項に基づき、令和５年９月２２日（金）に現地確認

を実施した。 

中国電力㈱によって行われた放射線測定に立ち会い、法定基準値以下であるこ

とを確認した。 
 

 名前 専門分野 所属・職名 

１ 浅沼 徳子 
核燃料化学 

原子力化学工学 

東海大学 工学部応用化学科（原子力

工学科）准教授 

２ 香川 敬生 強震動地震学 
鳥取大学 工学部社会システム土木

系学科 教授 

３ 相樂  洋 原子力工学 

東京工業大学 科学技術創成研究院 

ゼロカーボンエネルギー研究所 

准教授 

４ 志賀 大史 
放射線管理・ 
原子炉物理学 近畿大学 原子力研究所 技術主任 

５ 島田 洋子 環境リスク工学 
京都大学大学院 工学研究科 

准教授 

６ 清  哲朗 放射線医学 岡山画像診断センター 副院長 

７ 野口 和彦 
原子力防災 

リスクマネジメント 

横浜国立大学 ＩＡＳリスク共生社

会創造センター 客員教授 
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８．島根県原子力防災訓練 

（１）目的及び概要 

緊急時における防災関係機関相互の連携による防災対策の確立及び防災業

務関係者の防災技術の習熟等を目的として、島根、鳥取両県と島根原子力発電

所から３０ｋｍ圏内の６市（出雲市、松江市、安来市、雲南市、米子市、境港

市）、中国電力㈱、防災関係機関等の合同で実施した。 

（２）実施状況 

①初動対応等訓練 

 期日：令和５年１０月１９日（木） 

 場所：出雲市役所（市災害対策本部）ほか 

 内容：○ 初動対応訓練 

○ 災害対策本部設置運営訓練 

○ 学校等への情報伝達訓練 

○ 観光施設等への情報伝達訓練 

○ ＴＶ会議システムによる情報共有訓練 

○ 被ばく傷病者等搬送対応訓練（出雲市消防本部） 

※上記とは別日程（９月１５日）で市立直江保育所において、緊急時 

の対応手順の確認と保護者への通信連絡訓練を実施 

②避難措置等訓練 

期日：令和５年１１月５日（日） 

場所：訓練参加地区の各コミュニティセンター、県立東部高等技術校、 

道の駅たたらば壱番地（雲南市）、吉田運動公園（安芸高田市）ほか 

内容：○ 広報活動訓練 

   ○ 安定ヨウ素剤緊急配布訓練 

○ 住民避難訓練 

        【安芸高田市への広域避難】 

         参加地区：久木地区（１６名） 

        【避難退域時検査まで】 

         参加地区：鰐淵、高浜、遙堪、鵜鷺地区（５０名） 

 

 

９．原子力災害に備えた出雲市広域避難訓練 

（１）目的及び概要 

市民の原子力防災に対する理解向上を目的として、鳶巣地区と共催で広島県

安芸郡府中町への避難経路の確認、同町の避難経由所、避難所の視察等を実施

した。 

（２）実施状況 

   期日：令和５年１１月８日（水） 

   場所：安芸府中生涯学習センターくすのきプラザ、揚倉山健康運動公園ほか 

   参加者：２８名（鳶巣地区災害対策委員会、女性災害サポート隊） 
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１０．出雲市原子力学習会 

（１）目的 

原子力発電所の仕組み、安全対策、放射能、原子力災害対策等について、市

民のみなさまに正しい知識を得ていただくことを目的として実施した。 

（２）開催日及び参加者 

日 時：令和５年１２月１６日（土）１０：００～１１：３０ 

場 所：出雲市役所くにびき大ホール 

参加者：７１人 

（３）演題及び講師 

   演 題：「原子力防災 －なぜ屋内退避が有効か？－」 

   講 師：鳥取大学研究推進機構研究基盤センター 

 助教 北 実 氏 

 

１１．原子力災害に備えた安定ヨウ素剤の事前配布 

（１）概要 

   原子力災害時には、国の指示に基づき、一時集結所において安定ヨウ素剤の

緊急配布を実施することとしているが、緊急時に速やかに配布を受けることが

できない理由があり希望する方に、安定ヨウ素剤の事前配布を実施する。 

   本市では、平成２９年度から事前配布を実施している。 

（２）実施状況 

   日時：令和６年１月１３日（土） 

      １回目／１０：３０～１２：００ ２回目／１４：００～１５：３０ 

   場所：出雲市役所くにびき大ホール 

（３）事前配布の状況 

   新 規 配 布 者 数：６３名 

   取替・更新者数：２７名 

※他市の配布会場及び薬局での配布人数を含む。 

 

１２．島根原子力発電所２号機 ２県６市合同現場視察 

島根・鳥取両県と松江市、出雲市、安来市、雲南市、米子市及び境港市の防

災担当者が合同で、島根原子力発電所２号機の運転に関わる設備や建物内の安

全対策工事の状況を確認した。 

   期  日：令和６年１月１９日（金）・２２日（月） 

   視察箇所：中央制御室、原子炉建物内及びタービン建物内 

 

１３．広島県内の避難先自治体訪問 

出雲市の広域避難先である広島県内の自治体を訪問し、広域避難計画に係る

情報提供と住民避難訓練への協力依頼等を行った。 

   期 日：令和６年１月２５日（木）～２６日（金） 

   訪問先：呉市、海田町、熊野町、坂町 
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１４．原子力災害時における広域避難受入れに関する担当者説明会 

期日：令和６年２月１日（木） Ｗｅｂ会議 

主催：島根県及び広島県 

参加機関：広島県、島根県、松江市、出雲市、雲南市、 

中国電力㈱、避難先自治体（広島県内２２市町） 

 ※うち出雲市の避難先自治体は１２市町 

  （広島市、呉市、廿日市市、大竹市、江田島市、安芸高田市、 

海田町、北広島町、安芸太田町、坂町、府中町、熊野町） 

内容：① 原子力防災行政の概要 

② 令和５年度原子力防災訓練の実施結果について 

③ 原子力発電所の安全対策について 

 

 

１５．島根県原子力災害医療関係機関連絡会議 

   期日：令和６年２月６日（火） 

   場所：サンラポーむらくも 彩雲の間（Ｗｅｂ会議） 

   参加機関：原子力災害拠点病院、原子力災害医療協力機関、島根県、 

        松江市、出雲市、安来市、雲南市、中国電力㈱ほか 

   内容：① 島根県の原子力災害医療体制について 

② 安定ヨウ素剤の事前配布の状況について 

③ 島根原子力発電所内における安全確保対策について 

④ 島根原子力発電所において発生した緊急被ばく患者の対応について 

 

 

１６．原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金（安全確保交付金）につ

いて 

（１）交付金の概要 

原発立地地域の災害対応能力の向上に向けた取組を支援するため、国が原発

の立地県に交付（令和５年度創設）。島根県への交付限度額は 20億円 

（２）交付金の配分 

島根県は 20億円のうち 3億円を鳥取県に配分し、残り 17億円の半分程度を

以下のとおり４市に配分 

   →松江市 5.1億円、出雲市 2.63億円、安来市 0.85億円、雲南市 0.85億円 

（３）本市における交付金の使途 

島根県が実施予定である事業（除雪対策、道路の落石対策等）に準じ、以下

のとおり避難の実効性を高めるための事業に充当 

①除雪対策事業 

   ＵＰＺ（原発から５～30km圏）内で使用する除雪機械の導入 

②落石対策事業 

      ＵＰＺ内の市道における落石対策工事（落石防止網の補修等）の実施 

（４）事業実施年度 

   令和７年度から令和９年度までの３か年で実施予定 
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島根原子力発電所１号機関連の取組 

 

１７．出雲市原子力安全顧問会議【再掲】 

 

 

１８．出雲市原子力発電所環境安全対策協議会（第１５回）【再掲】 

 

 

１９．第７９回島根県原子力発電所周辺環境安全対策協議会 

   期日：令和５年１０月４日（水） 

   場所：ホテル一畑 平安 

   出席者：県・市議会議員委員、関係自治体、民間団体選出委員、行政職委員 

       県原子力安全顧問、中国電力㈱ 

   議題：① 島根原子力発電所１号機の廃止措置計画の変更について 

      ② 島根県原子力発電所周辺環境放射線等調査結果について 

 

 

２０．島根原子力発電所１号機の廃止措置計画変更に係る意見の提出について 

（１）中国電力㈱への意見提出 

「島根原子力発電所に係る出雲市民、安来市民及び雲南市民の安全確保等に

関する協定」に基づき、令和５年８月８日に中国電力㈱から事前報告のあった

島根原子力発電所１号機の廃止措置計画変更について、令和５年１０月４日に

出雲市役所において、出雲市長から中国電力㈱島根原子力本部長に対し、付帯

意見を付して了解する旨の意見書を提出した。 

（２）県からの意見照会に対する回答 

「『島根原子力発電所周辺地域住民の安全確保等に関する協定』に係る覚書」

に基づき、令和５年８月８日に県から意見照会のあった島根原子力発電所１号

機の廃止措置計画変更について、令和５年１０月２日付けで、付帯意見を付し

て了解する旨の回答書を提出した。 

また、知事の判断表明を踏まえ、改めて県から意見照会があったことから、

令和５年１２月４日付けで、知事の判断を了解する旨の回答書を提出した。 
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令和６年度の取組予定 

 

１．出雲市地域防災計画（原子力災害対策編）及び「原子力災害に備えた出雲市広

域避難計画」の改定 

島根県地域防災計画（原子力災害対策編）及び島根県広域避難計画の改定等を

踏まえ、市の計画について必要な改定を行う。 

 

２．出雲市原子力発電所環境安全対策協議会 

期日場所：今後調整 

内  容：島根原子力発電所の取組状況、出雲市の原子力防災の取組 ほか 

 

３．出雲市原子力安全顧問会議 

期日場所：今後調整 

内  容：島根原子力発電所の取組状況、出雲市の原子力防災の取組 ほか 

 

４．島根県原子力防災訓練 

期日場所：今後調整 

内  容：県等と協議のうえ決定 

 

５．出雲市原子力学習会 

実施時期：令和６年１０月～１２月頃 

内  容：参加者アンケートの結果等を参考に決定 

 

６．原子力災害に備えた安定ヨウ素剤の事前配布 

島根県安定ヨウ素剤配布計画に基づき、事前配布を実施 

令和６年度の実施日については、今後、島根県と調整 

 

７．原子力災害に備えた広域避難計画パンフレットを活用した防災出前講座 

  原子力災害の特徴や発災時の避難行動などへの理解を深めていただくため、地

区等からの依頼に応じて随時開催 

 

８．避難行動要支援者に係る個別避難計画（避難プラン）の策定 

避難行動要支援者の避難支援体制を整備するため、各地区災害対策本部や福祉

専門職と連携して、避難プランの策定を推進 

 

９．県外の避難先自治体の訪問 

  広島県内の避難先自治体を訪問し、広域避難計画に係る情報共有を図るととも

に、同計画の運用手順の確認を行う。実施時期は、避難先自治体と調整 
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１０．原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金（再稼働交付金）を活用

した道路環境の整備 

島根原子力発電所２号機の再稼働に伴い交付される国の交付金を活用し、ＵＰ

Ｚ内の道路の改良、修繕及び環境整備を早期に進め、災害時の円滑な避難と平常

時の生活利便性の向上を図る。（令和６年度及び７年度の２か年で実施） 

 ○生活道路の拡幅など市道の改良整備（令和６年度：５路線） 

 ○市道の支障木伐採（令和６年度：１路線） 

 

１１．島根原子力発電所の新規制基準適合性審査等に係る対応 

島根原子力発電所２号機及び３号機の新規制基準適合性審査等の状況、１号機

の廃止措置の状況、これまでの中国電力㈱に対する要請事項への対応状況につい

て、引き続き注視していく。特に、２号機については主要な工事、検査、訓練の

状況を県等とともに現地で確認する。 

 

１２．国・県への原子力防災対策の拡充等に関する要望活動の実施 

  県知事要望や県市長会要望を通じて、引き続きＵＰＺの区域を含む周辺自治体

の意見を十分に反映できる仕組みの構築を求めるとともに、原子力防災対策に対

する支援の拡充等を要望する。 


